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忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
！ 

市
県
民
税（
第
３
期
）と
国
民
健

康
保
険
税（
第
４
期
）の
納
期
限
は

10
月
31
日
㊊
で
す
。
最
寄
り
の
金

融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
期
内
に
納
付
で
き
な

い
事
情
の
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
市
税
等
の
納
税
に
は
、

納
め
忘
れ
の
な
い
安
心
で
確
実
な

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

と
収
税
課（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
８
、
Ｆ
⒇
１
６
０
９

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば

国
民
健
康
保
険
税
の
口
座
振
替

手
続
き
が
で
き
ま
す
！

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の

口
座
振
替
手
続
き
が
、
市
の
窓
口

に
お
い
て
銀
行
印
な
し
で
簡
単
に
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

国
保
年
金
課
・
収
税
課
・
本
納

支
所
で
、
専
用
端
末
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
通
し
、
暗
証
番
号

を
入
力
す
る
こ
と
で
、
口
座
確
認

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

口
座
振
替
依
頼
書
の
記
入
は
従

来
ど
お
り
必
要
で
す
が
、
振
替
開

始
が
最
短
当
月
末
、
遅
く
と
も
翌

月
末
と
な
り
、
開
始
ま
で
の
期
間

が
省
略
で
き
ま
す
。

※
金
融
機
関
で
の
お
申
し
込
み
方

法
は
従
来
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※
一
部
ご
利
用
で
き
な
い
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

対
象
金
融
機
関
＝
千
葉
銀
行
、
み

ず
ほ
銀
行
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀

行
、
三
井
住
友
銀
行
、
り
そ
な
銀

行
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行
、
千
葉
興

業
銀
行
、
京
葉
銀
行
、
銚
子
信
用

金
庫
、
房
総
信
用
組
合
、
中
央
労

働
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

と
国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３
、
Ｆ
⒇
１
６
０
０

収
税
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
８
、
Ｆ
⒇
１
６
０
９

「
子
育
て
お
母
さ
ん
の
再
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

茂
原
市
・
大
網
白
里
市
・
九
十
九

里
町
の
３
市
町
と
千
葉
県
ジ
ョ
ブ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
に

よ
り
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
で

就
職
を
お
考
え
の
方
を
対
象
に
、

「
効
果
的
な
応
募
書
類
の
書
き
方
」

や「
面
接
突
破
の
ポ
イ
ン
ト
」
な

ど
を
テ
ー
マ
に
、
就
職
に
役
立
つ

託
児
サ
ー
ビ
ス
付
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

11
月
５
日
㊏
10
時
～
12
時
30

分
／
場
所
＝
市
役
所
市
民
室
／
対

象
＝
子
育
て
中
の
女
性
で
就
職

を
お
考
え
の
方
／
定
員
＝
30
人

（
予
約
制
・
先
着
順
）／
費
用
＝
無

料
／
申
込
方
法
＝
10
月
28
日
㊎
ま

で
に
電
話
申
し
込
み

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
（
生
後
３
カ
月

～
未
就
学
ま
で
）
を
利
用
さ
れ

る
方
は
、
申
込
時
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

と

商
工
観
光
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
２
８
、
Ｆ
⒇
１
６
０
４

農
地
転
用
は
許
可
が
必
要
で
す 

農
地
法
に
基
づ
く
許
可
を
受
け

ず
に
、
農
地
を
農
地
以
外
の
目
的

に
利
用（
転
用
）
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
違
反
転
用
は
、
そ
の

行
為
に
よ
り
刑
事
罰
の
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

農
地
に
住
宅
を
建
て
た
い
、
駐

車
場
に
し
た
い
な
ど
の
農
地
転
用

に
関
す
る
こ
と
は
、
農
業
委
員
会

（
６
階
）
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

と

農
業
委
員
会
事
務
局
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
３
０
、
Ｆ
⒇
１
６
０
４

第
26
回
茂
原
市
産
業
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す

茂
原
市
産
業
ま
つ
り
は
、
市
の

農
業・
商
工
業
な
ど
を
広
く
知
っ
て

も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

11
月
３
日
㊍
10
時
～
14
時
／
場

所
＝
市
役
所
市
民
広
場
、
市
庁
舎

南
側
駐
車
場
／
内
容
＝
市
内
農

産
物
の
販
売
、
商
工
業
製
品
展

示
、
飲
食
物
販
売
、
お
餅
の
無
料

配
布
、
ほ
か
各
種
イ
ベ
ン
ト
／
主

催
＝
茂
原
市
産
業
ま
つ
り
実
行
委

員
会

と

農
政
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
２
６
、
Ｆ
⒇
１
６
０
４

国
民
年
金
保
険
料
「
５
年
の
後

納
制
度
」
が
あ
り
ま
す

過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
で
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る「
後
納
制
度
」
が
、

平
成
27
年
10
月
1
日
か
ら
３
年
間

限
り
の
特
例
と
し
て
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
な
ど
は
、
後
納
制
度

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
後
納
制

度
を
利
用
す
る
に
は
、
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

と

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
１
１
）０
５
０

千
葉
年
金
事
務
所

☎
０
４
３（
２
４
２
）６
３
２
０

10
月
～
12
月
は
県
の
多
重
債
務

問
題
対
策
強
化
月
間
で
す

千
葉
県
多
重
債
務
問
題
対
策
本

部
お
よ
び
茂
原
市
で
は
、
借
金
や

ヤ
ミ
金
融
で
お
悩
み
の
方
を
対
象

に
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
警
察
官

な
ど
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催

し
、
多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
に
係

る
諸
問
題
の
解
決
を
支
援
し
ま

す
。
借
金
で
悩
ま
な
い
生
活
を
取

り
戻
す
た
め
に
、
ま
ず
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

11
月
27
日
㊐
10
時
～
15
時
／
場

所
＝
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
生
活

課
内
）／
申
込
方
法
＝
事
前
申
込

（
先
着
順
）

ま
た
、
多
重
債
務
に
関
す
る
相

談
は
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
当
日
都
合

の
悪
い
方
、
お
急
ぎ
の
方
も
、
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◆
茂
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
⒇
１
１
０
１

　

相
談
日
＝
月
～
金
曜
日
（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）／
受
付

時
間
＝
９
時
30
分
～
16
時
（
12
時

～
13
時
を
除
く
）

と
生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５
、
Ｆ
⒇
１
６
０
０

千
葉
県
く
ら
し
安
全
推
進
課

☎
０
４
３（
２
２
３
）２
２
７
１

お
知
ら
せ

6


